
１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

２．現場の特徴【ステップ１】

・自然が豊かな山間部であり、自然景観を楽しめる。
・今でも江戸時代とあまり変らない様相で、旧街道筋の両側に伝統的な家屋や土蔵が連なる。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
防護柵と付近の景観（木々や伝統的な家屋）の調和を見せる。

②どこから現場自体を見せるのか
道路利用者や近隣住民から見せる。

③目指すべき目標像
急傾斜地という場所で住民の安全性を確保しながらも、豊かな自然環境の中で伝統的な家屋が連なる
本宿地区独特の景観を害することなく調和を図る。

４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

R6年度完成 事業名：社会資本総合整備(急傾斜)事業 本宿３（西牧－１）地区 斜面対策工

区分

砂防施設所属･係名 富岡土木事務所

調和

【箇所名】本宿３（西牧－１）地区
【事業箇所】下仁田町本宿地内

【概要】
杭式防護柵工 L=128.0m H=2.0～7.0m

（国）254号から（主）下仁田軽井沢線に入って約300m北上
した場所に本宿３急傾斜地がある。

施工箇所

本宿地区の現場付近写真

施工前

環境色（ダークブラウン）に塗装
をした杭を使用し、本宿地区の
景観（自然や伝統的な家屋）に
馴染むように施工した。

施工後

杭式防護柵L=128.0m

本宿地区の特徴
・豊かな自然
・伝統的な家屋
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